平成24年度第1回市民会議基調講演
2012/6/9(土)
演題：「協働と交流のまちづくり」
講師：小布施町長　町村良三さま
皆さん、こんにちは。
今ご紹介いただきました長野県の小布施町の市村良三と申します。
私、4年前こちらにお邪魔させていただきました。町の人たちと合わせて20人程で。
先ほど来、お話にでてますように、私どももちょうどまちづくり委員会の設立を目指して準備をしていたときに、いち早くこの魚沼市の皆さんがそれを立ち上げるということで、それを勉強させていただくために参りました。
その時に、震災のこともあり、本当にいろんなことを魚沼市の皆さんからは教えていただきました。
平成20年の2月ですかね、猛吹雪の日でありました。帰りに車で遭難しそうになりましたけど、大変な雪の日であったことを覚えています。
そして今日、大変気候のいい6月に改めて伺いました。そして市の中に入った時に、空気感が、すばらしい空気感が伝わってきました。市の隅々まで本当にきれいに行き届いた市だなと、改めて感動させていただきました。4年前は真っ白で何がなんだかわからなかったんですが、今日は本当に感動させていただきました。
そしてこちらの小出文化会館と言うんですか？
伺って廊下に貼ってあります、これまでいろいろな催し物をしていただいたそのひとつひとつを拝見するにつけ、大きな都市でも中々出来ないような文化の催し物をされている。これはこの市の皆さんの市民力の高さ、これに他ならないと、ここでもいたく感動させていただきました。
元よりそういう地なんでありましょうけど、そこで私のようなものがお邪魔をいたしまして、この市民講座でお話をさせていただくなんて事は、大変おこがましいことだと重々承知しておりますが、たまたま10年以上、何年になるんでしょうか、川村先生ですね、私勝手に盟友といっておりますが、元より大先生でいらっしゃいますので、私の敬愛する川村先生から、「お前ちょっと来てちょうど魚沼市と小布施は似たような歩みをしてるんだからちょっと小布施の話をしなさい。」と話をいただきましたので今日参上したわけであります。
これから一時間に渡って小布施のまちづくりの報告を申し上げますが、元より私は小布施の人間でありますし、小布施の人間が小布施の話をしますので、大変お耳苦しい、「あいつまた自慢話しているな」という風なお感じをあるいは持たれるかも知れませんが、それはちょっとお許しをいただいて、何がしかの参考にしていただければ幸い、というふうに思ってお話を申し上げたいというふうに思います。
それでは本題のほうに入らせていただきます。
「協働と交流のまちづくり」というふうに題させていただきました。
ここにあります2枚の写真ですが、今の小布施をあらわすにピタリということでございます。
先ほど市長さんから大変ありがたいお話をいただきました。20代の頃に私どもにおいでいただいたというお話でしたけれども、これがその北斎館。春先から秋までこういう感じで街中大変賑わっております。
一方、街は非常に小いそうございますので、ものの10分も歩きますとこういうすばらしい田園風景になるわけであります。
私どもの町は、後程申し上げますけども農業の町でありますので、このすばらしい農村景観と農村の暮らしを持つ農村部までいかに賑わいをもたらして活性化をしていくかというようなことが今日の主題でございます。
もとよりまちづくりというものは、それこそ医療、介護、福祉、あるいは環境、教育、さらには産業振興、上下水道、道路全てにわたるわけでありますけど、まちづくり委員会と言うわけで、どちらかと言うと地域の活性化とか、あるいは地域振興というところに論点を絞ってお話を申し上げたいというふうに思います。
小布施町ですけど、ちょうどここから100キロぐらいでしょうかね。長野県でいいますと長野県の北の外れになります。この辺が県都長野市であります。長野市から北東に20キロぐらい行ったところになります。これで街が全てです。これが新潟を流れます千曲川ですね。千曲川、西の外れにあります。東だけ山があります。ぐるっと山に囲まれているわけですが、私どもは町域が小さいので、東だけが丘のような850メートルぐらいの山です。そこに登りますと全部街が見えます。西の外れが千曲川。南の外れが千曲川の支流である松川という川。これが境で、こちらが須坂市です。千曲川の向こうは長野市。こちらも千曲川の支流で、地元でシノイ川と呼んでる川がある。それを境にして北には中野市。
面積が5キロ×4キロより小さい。19.07平方キロメートル。12,000人弱が生活している。
東京の方は、信州ですので夏涼しくいいところだろうと思ってくるわけですが、盆地なので夏は非常に暑くて、冬は非常に寒い。気候的には住みにくいところであります。
防災の一つとして、我々もハザードマップを作った。全然機能しなくて、街をご案内するのに便利だということで街の案内地図に使っている。
松川の作った扇状地にすっぽりのっているのが小布施町。
しかし問題があって、この松川、水のPHが4、超酸性。魚もしじみも住めない「死の川」。
千曲川に入り込むと、千曲川は大河なので魚はなんでもいる。これが作った扇状地なので街の中、魚一匹住めない。
唯一の山際には若干の清水が出る。街の中に「水屋」という屋号がたくさん残っている。街に水を売りに行った。そうでなければ生活用水として使えなかった。これが小布施町にとっていろんな意味で大きな影響を与えている。
魚沼と言えば、日本で一番おいしいお米ができる産地。
小布施町はこの水が悪いために、昔はお米がよくできなかった。これは田舎の町では致命傷。
しかしこれが今の小布施の活力の源になっているような気がします。お米が出来ないのは農業では致命傷なので、あらゆることを考えて、売れる作物は何でも作る。時代に合わせる農業。できればそこに付加価値をつける。高く売れるところはどこまででも行って売ろう。
たとえば、綿の栽培が盛んだった時がある。綿を綿のまま売らないで、糸につむいで織物にして売る農業。新潟県にはずいぶんお客様が多かったようです。
あるいは、菜種を作る。菜種を菜種のまま売らないで、絞って油にして、一番高く売れる江戸に持って行って売る。
付加価値農業、広域的農業がこの町を支えてきた。こうしたことが町民のなかに排他的でない、外からのお客様はみんなお客様という血。交流することが大切なんだという血。そういうものがいまだに生きている。
付加価値農業や広域的農業が江戸時代の終わりごろに非常に成功した。
北信の経済の中心であった。小布施にも市がたった。
地元の物を売るだけでなく、交流をしているところから商品が入るので非常に人気があった。
千曲川に船が行きかう、街道のターミナル的な場所になったことから経済の中心になったことがあった。
街中の7,8人がリーダーになって、その先人たちが偉かったのは、単に経済の中心になろうとしただけでなく、この地に文化というものを根付かせようとした。土着の文化だけでなく、京都、大阪、江戸など様々な文化を輸入した。文化人を先生として招いた。私たちのまちづくりの見本はこの時代である。
いいことはなかなか続かず、明治に入って関東、中部、東北まで、農業町の大きな生産のものは絹の糸、産業構造の展開にやや乗り遅れた。製糸でうまく言ったのは隣町の須坂市。そこに経済の中心が移っていって、この街はずっとお客様が来なくなった。賑わいがなくなった。
それから100年間、小布施の町は眠ったようになった。そして40年ぐらい前から、まちづくりが始まった。
まちづくりはどこの町村でも行っている。ですが小布施の町はいろんなことが重なって、幸いなことにほんの少しですが、世の中に名前を知ってもらえるようになった。それと町の実力以上にお客様においでいただけるようになった。両方ともありがたいことです。
ですがそういうことを目指して、まちづくりをしてきたわけではない。
いろんなことをやってきたが、情報発信を担った原因は5つぐらいあると思っている。
第1のポイントは人口政策。
今のように日本全体が人口が減る時代ではなかった。そのころは高度経済成長。若い人を中心に東京、名古屋にどんどん流出してしまう。9,500人を割りそうになり、理想人口は12,000人と規定し、町は大変な苦労をして開発公社を作って土地の造成分譲をして新しい人を招く策に出た。これが非常に効果があった。よそから見ると小布施って非常に住みやすい街だなと思ってもらったのかもしれない。約2,000人の方にこの街に入っていただいた。大変幸せだったことは、旧住民の方々と新しく入られた方がうまく融合してまちづくりを一緒にやっていただいた。しかも今で言う子育て世代に入っていただいた。
昭和40年代に町は何を目指したかと言うと、世の中あげて「工業立町」を目指した。企業誘致という名の工場誘致に走った。そこで雇用を作っていただいて、工場として収益を上げていただいて、税金を落としていただく。大事な策で有効な策であると思うが、小布施町は適地としてみなされなかった。
町の方向性を、農業が強いので「農業立町」でいこうと、また江戸末期の文化遺産「文化立町」を脇役としておいた。開発公社では宅地を造成して分譲して、お金も若干残った。
次の一手は「文化立町」として「北斎館」を作った。
昭和51年、今から36年前。情報美術館が珍しい時代。こんな田舎にどうして北斎の作品が多くあるのかということで、マスコミが取り上げてくれた。そしてたまたまお客さんがおいでいただくようになった。マスコミは半分からかい。「田んぼの中の美術館。うまくいくの。」。半分は目面しいから応援してやろう。100年間眠りについていたこの街に、お客さんが来るようになった。
その受け皿になったのが、地場産業の栗菓子店である。官民が合体する初めであった。
北斎館は行政の仕事、それを支えるのが地元の8店舗。それがうまく協働して、お客様にサービスを提供した。
小布施の栗の歴史は600年ぐらい。ただ小売はなかった。
お客さんがくる、世の中にはレジャー社会、余暇社会、移動社会になるといち早く察知し、店舗を作って小売を始めた。その辺のソフトウェア、「しっかりお迎えする」「こういうサービスをしなければいけない」。飲食についてもこういうメニューでストーリーがないとダメだということを全部わかっていたわけです。
お客様を失望させないサービスが展開された。それぞれのお店が立派なお店を作って、お客様に失望を買わないサービスが始まった。
しかしここまでは点と線だった。
どこかにシンボル的な空間がほしいということで、高井鴻山の記念館を作って北斎館と結んだ。
しかしこの計画はまことにチープな計画であった。袋小路で、高井鴻山も一歩外に出れば誰も知らない。もうちょっと広げて全体を整備し直して、回遊空間、誰でも歩ける空間にしていきましょう。その中心に高井鴻山記念館があればいいんじゃないか、と行政に提案したら、行政に乗っていただいて、それから6年かかって町並み修景事業を行った。
この計画は面積も小さいし、お金もかかっていないが、それまでの再開発であるとか、区画整理であるとか、町並み保存事業とはまったく違う概念。考え方とシステムが面白い。これこそ官民協働型事業と言うことで非常に評価していただいた。
この事業に対してご褒美をたくさんいただいた。なんで外からご褒美をいただいたりするといいことがあるかと言うと、住んでいる人の意識が変わる。小布施が生きていくためには「景観」と言うものが重要になってくる、ということを25年前から町の人に意識していただいた。
それからの合言葉は「外はみんなのもの」という意識。
自分の家であっても、そこを歩く人から見れば、見えるもの全てが皆さんのものという意識共有がどんどんできていった。これが少しずつ少しずつ町の中に広がっているのが実情である。一番大きかったのは町民の皆さんの意識行動。
それに併せるように、行政のほうでもマニュアルとかを作って、町民の皆さんの協力を得て、少しずつきれいな街に育っていった。
5つ目のポイントがそれに合わせるように、花によるまちづくりが始まった。
自分の家の庭をさらに花によってきれいにしましょう。自分の庭はきれいになるし、町の人が移動する間、あるいは外からのお客様に、いい印象ではないかということで始めたわけです。
平成元年、竹下総理大臣のとき、ふるさと創生資金1億円を小布施では旅行に助成した。「ヨーロッパ花の街探訪ツアー」。さらに景観を考える為に、毎年20人ぐらいの団体を作ってヨーロッパの花作りをしている小さな町を巡った。その旅行団を9年間続けた。200人ぐらい研修に行った人が出来た。大半が主婦であったから、街の中に花作りというものが広がった。
現在130件位。毎年お願いに行って、どんどん増えていって、今、三千数百戸ですので1割ぐらいになるともうすこし発信力があるのかなと思っている。
こんな5つのポイントが単独で、複合して情報発信されたものと思っている。
小布施町は平成16年2月に合併しないで自立していく道を選択した。
ちょうどその頃に今の立場にたたせていただいた。民間人として行政の方々と親しくさせていただいてきたが、実際に入って驚いたことは、財政が厳しい。
高度成長期から先行投資といえばそうですが、やや町としては借入金も多いし、厳しい状態だと思った。
そんな中で、小さな町が生き残っていくにはどうしたらいいのかと。強みをさがさなければならない。町の中を徹底的に歩き回って、強みをさがす。そしてそれを戦略化するということを自分自身に課した。
非常に高い町民力があると改めて感じた。高い町民力とは、協働して物事をやっていく力と、町内の人、外の方との交流力が高い。自立した小布施町を作っていくために、もっともっと力を出していただこうというわけです。
国主導の合併は3回ある。
明治22年に町村制が作られたとき、昭和28～32年の昭和の大合併、それから今回の平成の大合併であります。
私のそれまでの認識では、昭和29年に2つのむらが一緒になってできたのが小布施町だと思っていたが、町の中を歩いてみるとどうも違う。何が違うかと言うと、明治22年に合併した時の16ヶ村、これの歴史と文化、誠に微細な違いかもしれないがこれがある。その中には、「隣の村には負けないぞ。」という気持ちがある。
これだと思った。微細ではあるけど、歴史と文化を大切にして、その村に暮らしていることに自信と誇りを持っていた。その合集体が小布施町だなと強く感じた。これは2つ目の強みだと思った。
3つ目は、昭和43年に国土計画法がしかれた。
それを受けて昭和46年に長野県でも5,6箇所しかないが、線引きしている、開発できるところと出来ないところと。これがいい政策だったと思った。
それとたまたまだが、農業の種類が果樹であった。りんご、ぶどう、もも、なし、栗。これは施設園芸ではなく、全部露地。これはきれいなんです。この2つによって守られた農村景観はもの凄く美しい。
しかも農村の暮らしがそれぞれあって、これは今となってはきわめて珍しい。
しかも町の面積が狭く、10分も歩けばそのようなところに行ける。
今、小布施町は町の実力以上にお客様においでいただいているが、この10年、明らかにお客様が求めているものが変わってきている。
昔は美術館を見て、おいしいものを食べて、買って帰る人が多かった。この10年は、懐かしい、ほっとする、安らぐ、癒される。私どもが持っている街の強みと合致する。
これでこの町はやっていこうと。これはステレオタイプで恐縮ですが、活力が大事。地域力を向上させて、そして最終的にこの街に生まれて育ってよかった、住んでいて良かったという福祉教育生活の充実に持っていこうということです。
今日は協働のまちづくりについて申し上げています。
協働のまちづくりの中には、もうちょっと分けていくと4つあると思っている。
1つは文字通り住民の皆さんとの協働。これが1番の基本です。
2つ目は、これだけ先が見えない時代になってきたときには、専門家、研究機関、そういう皆さんがもの凄く重要。川村先生がそうですが、この先世の中で何が大事になっていくかを、いろいろな研究から見据えられる方。こういう皆さんとの協働。小布施町は有難いことに、そういう皆さんにおいでいただき、住んでいただくことが多い。
3つ目は、先ほど栗菓子屋さんの話で触れましたが、その町で事業をされる方との協働。これは住民の方との協働と一緒じゃないかと思われるが、そこには違いがある。その町で生活をしていこうということと、商売や事業をしていこうと言うこととは若干のニュアンスの違いがある。そこはちょっと違う協働だと考えたほうがいい。
4つ目の協働は企業誘致と言われていますが、私どもでは町外にある優良で志の高い企業においでいただいて一緒にまちづくりを応援していただくという協働。
これはこれまでやってこなかったことですが、この5年、力を入れて優良企業にいくつか入っていただいている。
先ほど来、防災計画というのがありましたけど、4年前にお邪魔した時にお医者様にいろんなことを教えていただいた。
私どもの町には1病院と6つの診療所がある。
この先生方が今非常に一生懸命に協力していただいています。災害の時の対策もそうですし、日頃の保健活動も毎月会合を持って指針を出していただいて、判断するのは先生方、責任を持つのは行政。しっかり役割を分担しているわけです。3年前の新型インフルエンザの時からしっかり絆が出来ている。
それから図書館です。
何年来の懸案であった。まちづくり委員会と言うのはある。これは常時ある。
そのほかにも大きな事業をやるときには、町の人に別途お集まりいただくということで図書館を作るぞと。新たな文化の拠点、交流の拠点にしていこうということで100人近い人にお集まりいただいて何年も議論していただいて、設計者をプロポーザルで決めるとか、館長を公募で決めるとか力を発揮していただいて、去年はライブラリーオブザイヤー（その年で最も活躍した図書館）という賞をいただいた。
これがまちづくり委員会です。魚沼市より2ヶ月遅れで、魚沼市のあり方を十分勉強させていただいて発足して今も活躍していただいている。
ちょうど今年役員も新しくなった。部会も4つあって機能して、3ヶ月に1回程度提言をいただいている。
それから先ほどの第2の協働。今、町の役場の中に、東京理科大学と信州大学と法政大学と3つの研究所があります。住民の方々のそれぞれの目的に応じて訪ねてきてもらっている。専門家の英知が非常に重要である。
地場企業との協働は、栗菓子店さんの例で申し上げたとおりである。地場企業の中では、産物。栗菓子、栗はたいへんなブランドになっているが、主力はブドウだとか桃、梨、りんご。全部をブランドだと言っても無理な話。日本中で作っているわけだから。
小布施が選んだのが酸果桜桃。これを第2の栗にしていく。町の中でこれだけの店が協力していただける。
それから新宿の高野が4つ目の協働で一緒に大変な働きをしていただいている。
これがここ何年かの町内で優良かつ志の高い企業との協働です。
新宿高野さんにはブラムリーという青いりんご、イギリスりんごですっぱくて生で食べたら一週間口の中がすっぱい、これを料理のソースだとかジャムだとか加工品にするとおいしいものになる。それを高い技術と販売力のある高野さんと協働ですすめている。まだまだ生産量が少ないが去年一昨年とブレイクしている。こういうものをもって尖兵として、栗だけの町ではないと。先ほど申し上げた酸果桜桃もこの中に入っています。
それから、「伊那食品」さんというのがある。
「かんてんぱぱ」というとご存知の方がいるかもしれません。長野県の伊那市にある、かんてんの製造メーカーですけれども、今は原料としてのかんてんというよりも、その商品を使った「かんてんぱぱ」というネーミングで非常にいい業績を残されている会社ですが、街の中にぜひ保存したい古民家が街の真ん中にあったわけです。その古民家を修復して、そこに「かんてんぱぱ」のショップを作っていただきたいという虫のいいお願いをしたところ、何回かキャッチボールをするうちに、小布施の街の戦略はうちの会社の戦略と重なるところもあるということで、CSRとして進出をしていただいて、第2町並み修景事業の中心になっていただいている。
それから長野県で一番いいツルヤさんですけれども、このツルヤさんにもお願いに行って、今、スーパーは全部郊外型になっています。町の中にはほとんどない。小布施では農業型のやつを、あるいは農村型のやつを作っていただきたいと。町の農村のど真ん中に作っていただいて、なおかつ町の中の農家の皆さんと協働していただいて、そこの農業推進を図る。あるいは環境に配慮した流通業はどういうものか、新しいビジネスモデルとしてこの6月20日にオープンします。
それからJR九州。
今話題の会社でありますけれども、10年ぐらい前からお付き合いをいただいているので、また小布施と組んでいただきたいと言うことで、去年できた博多ターミナルビルにアンテナショップを作らせていただいて、九州全土に農産物を売っていくぞということで協力をいただいているところです。
それから農業生産法人として有名なナチュラルファーム。
東京にある会社ですけれども、ひとつの見本を示していただいてやっていただいているわけです。
それからこれはまったく若者の会社でありますが、ベンチャー企業ですね。
何がと言うとスノーボードのジャンプ台。これを雪の降らない3シーズン行うということで、街の山際に使われなくなった公園があるんで、そこに施設として作っていただいた。
これが全国から若い人を大変呼び込んでいただいている。これが町内において、優良で志の高い企業との協働であります。
（スライド説明）
交流ということですが、この魚沼市さんともぜひぜひ深い交流をお願いしたいわけですが、全国に交流都市がある。
それから様々なインターンシップや、国際的な会議も行われているコンベンションですね。こういうことをやって多彩な交流をしようというわけですが、交流を産業にと思っている。
私自身がそうですが、日本における観光にはあまり賛同できない。
非常に底の浅い感じがします。
観光庁というものが出来る。長野県にも観光部というものがあるが、いずれもいらないんではないかなと思うぐらいに、観光というものにはあまり因るところがない。
それはどうしてかと言うと、本当の意味での観光というのであればいいんでしょうけど、「今日何人おいでいただいて、いくら落としていただいたか」、このことだけに力が入りすぎているからインバウンド政策などと称して中国、東南アジア、オーストラリアから、さかんにお客さんをお招きしようとしていますが、問題はそんなとこではなくて、日本という国がどうあるべきか、日本における地方とはどうあるべきかということを、この50年間いろんな形で進めてきましたけれど、その反省がまず必要だろうと思うわけです。
そういう中から魚沼市らしい魚沼市、小布施町らしい小布施町ができた時に、お客さんは自然についてくるものだと思っている。
そして何が一番大事かというと、ここにお住まいの住民の皆さんですね。
よそからのお客様は違う価値観で、違う生活文化を持っておいでになる。何かを求めておいでになるときに、私たちは私たちが持っているものをお返しする。そういう生活文化の交流というものが底流にない観光などというものは、あまりたいしたことがない。
他の産業がダメだからそこにシフトしようというのでは、いかにも底が浅いというふうに思っている。
ですから私はあえて交流を産業にする、交流産業ということを申し上げています。
これは言葉だけではないと思っている。なぜかというと、小布施町は大勢のお客様においでいただきますが、いわゆる観光業という方はあまりいらっしゃらないですね。もともとやっていた商売を、すこし外の人にも通用するように磨いていくという努力。
実際の観光収入は少ないだろうと思っている。町のGDPが多分350～360億ぐらいだろうと思うが、そのうち直接の観光収入は30億ぐらいだと思う。周辺を入れても100億ぐらいだと思う。これに力を入れて、これを伸ばすと言うのは、本当にまちづくりを間違う元だと思っています。
ですから何百万人の観光のお客様よりも、何十万でも何万でもいいので、この町のファンだ。この町が好きだ。というふうにおっしゃっていただいて何遍もお越しいただける。そしてそういう中で、親しみや信頼関係が出来た時に、せっかくだからおたくの農産物買うよというような関係を作って行っていただきたい。交流を産業にと言うのは、そういう事であります。
たとえば、今、町の人達の健康づくりをやろうと、高齢化社会であります。ウォーキングを推奨している。
ドイツのモスクワ五輪の50キロ競歩の金メダリスト、ハートヴイッヒ・ガウダーさんといいますが、その人が小布施においでになることがあった。その方が、競歩の歩き方を健康に取り入れるための歩き方を開発された。歩き方を開発するなんて変な話しですが、お話を聞いていると、理にかなっている。これをこの町ではやっていこうと。
同時に休養も重要。セラピー、美術館なんかも関係してくる。食べ物。これらは小布施町で全部いけるのではないか。お客様が求められるのもこの辺でないか。そうすると町民の健康づくりが交流になっていくということです。
しかも小布施の町にはいい病院がある。ひとつ。ありがたいことに町立でないもんで非常に頑張っていただいて黒字をだしている。町にある病院にしては立派な病院なんですが、この医療の皆さんにも加わっていただく。これを一緒にして、町の人の健康づくりと交流事業にしていく。
ということになれば、ドイツの保養地、湯布院が目指したような保養地みたいなものが出来上がってくるのではないか。そうすれば観光といってもいいなというぐらいのレベルのものが出来るのではないかというふうに考えている。
それから都市計画法、国土の均衡ある発展のために定められたわけですが、それはある意味成功して私たちも豊な生活を出来るようになったが、同時に失ったものも多い。
ですからそろそろ考え方を変えていったほうがいいと思っている。
たとえば道ひとつとってみても縦軸だけなんですね。道路と言うのは。
車社会が来ました。車社会を経済発展につなげるために、ある一定のスピードで、安全に人や物資を大量に運ぶという仕組み。これをあまねく日本中に広げた結果、日本は大変豊になった。
ですけれども同時に失ったものもその中には多くて、本当に街の中まで車中心でいいの。町と村、町と町、町と市、市と市あるいは県と県をつなぐためには凄く重要なんですが、町の中までそれでいいのかということなんですね。
小布施の町の中にもその問題があります。町の真ん中に縦断するように国道403号、県管理の国道がある。これを考え直そう。考え直すヒントは、50年前はこうだったと。
私は何が言いたいかと言うと、今道路は縦軸だけで考えられていて危ないですから、町民は寄ってはいけないところになっている。ですけれどもたった50年前までは横軸があったわけです。
日本には広場文化と言うものはありませんけれども、車がないから広場になってたわけですよね。そうすると町の真ん中ぐらいこういうことを考えてもいいんじゃないかと。今このデザイン会議を1年半ぐらい考えています。このほどまとまって国県にお願いに行く。
デザインをしていくわけです。個人のお宅とのつながりを強くしていくんだ。昔はもっと強かった。木が生えていたけれども、それは前のお宅が管理していた。
人々の持つ公共性。これをもう一回取り戻さなければいかんじゃないかということです。あまりにも行政の役割でしょというのが多くなってきた。でもその価値観は、私は64歳でよく覚えていますが中学生の頃まではそんなものなかった。みんな街の人たちがやっていたわけです。道路もそういう形で戻して、ぜひ国道といえども街を迂回するバイパスに適した道と言うのはあるわけですから、それでやってもらいたいということです。
駐車場もただ台数が置ければいいのではなくて、半分ぐらいは緑化をしていきましょうということで、これはずいぶん街の人からお叱りを受けていますが、きれいな駐車場が出来ています。是非ごらんいただきたいと思います。
それから40年前に農業立町宣言をして、それで進んできたと申し上げました。
私は今、新たにこの小布施町と言うのは農業立町でいくんだということを掲げております。そのためには農村を活性化させなければならない。交流をしてそれぞれの農家がお客様を個別につかむ仕組みが必要で、都市農村交流事業をもっと盛んにしていく。あるいは農家民泊やオープンガーデン、農村レストランなどの拠点を整備する。開発できないところだけれども、拠点が必要ですので地区計画を立てて、農村を荒らさないように拠点整備をしていく。中心部から農村部へ行くきっかけや努力作りを強くするような仕組みをいろいろ考えている。
最後になりますけれども、今まちづくりを40年振り返ると、40年前の課題が一回りして原点に戻ったような気がしています。
ひとつには人口の問題。ひとつには基幹産業である農業をこれをどうしていくかという問題。
これは日本の中でも大問題。全体に人口が減少化する、高齢化するという社会にあって、人口問題と農業政策をどういうふうに考えていくか、農業問題もまた大変であります。ですけれども、あのちっぽけな町で、何かできるのではないかなということで、たとえば戦略的に協働であるとか4つの協働であるとか交流産業を隆盛にするとか、美しい農村景観のグラデーション、町部から農村部へうつるグラデーションの様子をどう保全しながら人が集う場を作っていくか。
これを人口問題でいえば、いま社会動態で減ることはない。ですけれども少子化時代ですのでどうしても亡くなる方からお生まれになる方をひくと30人ずつぐらい減っていく。10年経つと300人ぐらい減っちゃうわけです。で、お若い方をお招きしようということです。農業後継者を10人、町で起業していただく方を5人、長野市などのベットタウンとして利用していただける方を5人、20人ずつ毎年お招きしよう。35歳以下を考えています。いま動き出してきましたが、うまくいけば10年で200人お迎えすることが出来る。しかもそういう方々は家族を作りますので500人、600人、あるいは700人お願いできるかもしれない。
そいうわけで今一生懸命動いているわけで、そのためのきっかけ作りも一生懸命やっているわけです。
ひとつに若者会議というのがあります。今年の9月ですけれども全国から200人ぐらいの35歳以下の学生さんや働く方をお招きして、10年後の日本を語っていただくと言う会議を毎年やって、すこし大げさですけど若い方々の将来はすこし国際的にしていって、国が無視できない会議に育てて生きたいというふうにも考えております。
そのためには小布施町は田舎であるということを大いに誇りに思って、されど田舎の中でおしゃれだなあというところもほしい。素朴ながら洗練された部分がほしいというようなまちづくりを目指していこうというふうに考えているところであります。
去年の3.11は本当に日本にとって、被災地の皆さんにとって不幸な出来事であって、いまだに復興も出来ないでいる。
ただひとつだけ言えるとするならば、これまでの都市中心の考え方の価値観と言うものは、確かに日本人は変わってきたと。
何十年もいわれている地方の時代がやっときた。あるいはここで地方のムーブメントを起こさなければダメだというところに日本は来ているんだというふうに思っています。
強い意志を持って町に取り組んでいきたいと思っております。
魚沼市の皆さんと全く同じ資質を持っている市民の皆さんだと思っております。
これからもご一緒させていただけたら大変有難いと思います。
長い間ありがとうございました。
